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平成28年熊本地震について
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●前 震 ●本 震
出典： 気象庁発表資料

発生日時： 4月14日（木）21時26分
震源地： 熊本県熊本地方（N32°44、E130°48）

震源の深さ： 11km
地震の規模： マグニチュード6.5

<各地の震度>
震度7 益城町
震度6 玉名市、西原村、宇城市、熊本市

発生日時： 4月16日（土）01時25分
震源地： 熊本県熊本地方（N32°45、E130°45）

震源の深さ： 12km
地震の規模： マグニチュード7.3

<各地の震度>
震度7 西原村、益城町
震度6 南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津市、

嘉島町、宇城市、合志市、熊本市



平成28年熊本地震の被害状況

人的被害、建物被害、避難状況
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平成28年熊本地震について

被害状況写真
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主な復旧経緯

○ 高速道路 7路線599㎞ 通行止め

→全線一般開放（5/9）
（短期間で復旧した主な理由）

○ 九州新幹線 全線運休

→全線運転再開（4/27）
（短期間で復旧した主な理由）

○ 熊本空港 全旅客便欠航

→国内線全便が運行再開（6/2）
※ 5/14より、旅客便の約9割が運航

○ 河川 3水系172箇所 変状

→緊急的な復旧工事を完了（5/9）
※堤体の変状が比較的大きな箇所について実施

○ 熊本港 フェリー航路、コンテナ航路 運休

→フェリー航路（4/22）、コンテナ航路再開（4/23）

・阪神淡路大震災以降、耐震補強を実施したこと
・西日本高速道路会社が、被災直後から全社（九州支社以外）を挙げて、社員を現場に投入したこと
・建設業者の協力をいただきながら、被災直後より24時間体制で復旧作業を実施したこと

・阪神淡路大震災を受けて見直された耐震基準に基づいて整備されていたこと
・JR九州は脱線した車両の撤去作業を昼夜体制で全力で実施したこと
・他のJR会社も人的支援や敷材提供等の物的支援を行い、JRグループとして復旧に取り組んだこと

※各インフラの被害は4/16時点の状況

高速道路、新幹線、空港、航路の復旧状況 （8月1日時点）

博多駅

島原

鹿児島県

佐賀県

宮崎県

長崎県

熊本

福岡県

鹿児島中央駅

空港

高速道

新幹線

航路

再開

通行可

再開

日出JCT

大分県

4月27日午後より全線運転再開

九州新幹線

嘉島
JCT

湯布院

熊本空港

益城
熊本空港

大分自動車道

湯布院IC～日出JCT
５月９日に一部片側一車線で一般開放

九州自動車道

4月２９日に九州道全線を一般開放
一部速度規制有

益城熊本空港I C ～嘉島J C T（4km）
は、片側一車線で一般開放

旅客便：
6月2日より

国内線全便が運航再開
6月3日より

国際線の一部が運航再開

河川以外の主要インフラの復旧
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339
阿蘇大橋地区

県道熊本高森線（俵山トンネル）
村道栃の木～立野線（阿蘇長陽大橋）

阿蘇大橋地区、俵山トンネル、阿蘇長陽大橋の復旧（位置図）
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○ 無人機械を用いた施工など高度な技術が必要である箇所や甚大な被害が生じ
ている箇所について、国による直轄事業、災害復旧の代行を実施。

無人機械を用いた施工など、高度な技術が必要であるため、国が直轄
砂防事業（斜面対策）、直轄代行事業（一般国道325号）として実施

【阿蘇大橋地区】
・斜面対策 （土留工、法面対策工）

・一般国道325号（阿蘇郡南阿蘇村立野～河陽）
あそぐん みなみあそむら たての かわよう
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阿蘇大橋地区、俵山トンネル、阿蘇長陽大橋の復旧（位置図）



甚大な被害が生じている両路線について、熊本県、南阿蘇村の
実情を勘案し、大規模災害復興法を初めて適用し、国が災害復旧を代行

【県道 熊本高森線】 （阿蘇郡西原村小森～南阿蘇村河陰）※俵山トンネル等

【村道 栃の木～立野線】（阿蘇郡南阿蘇村河陽～立野） ※阿蘇長陽大橋等
あそぐん みなみあそむら かわよう たての

あそぐん にしはらむら こもり みなみあそむら かいん

１．復興に関する組織等
２．復興計画の作成等
３．復興計画等における特別の措置

（参考）大規模災害からの復興に関する法律の概要

４．災害復旧事業に係る工事の国等による代行
・ 大規模災害による被害を受けた地方公共団体を補完するため要請に基づいて、漁港、
道路、海岸保全施設、河川等の災害復旧事業について国等が代行できるものとすること。

平成25年6月21日公布
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阿蘇大橋地区、俵山トンネル、阿蘇長陽大橋の復旧（位置図）



変状箇所

緊急的な復旧工事 箇所

上益城郡甲佐町田口地先(左岸)

上益城郡甲佐町津志田地先(左岸)

熊本市南区富合町上杉地先(左岸)

熊本市南区城南町永地先(左岸)

御船川

熊本市南区富合町釈迦堂地先(左岸)

熊本市南区城南町高地先 (左岸)

熊本市南区富合町小岩瀬地先(左岸)

熊本市南区野田地先(右岸)

熊本市南区野田地先(右岸)

熊本市東区画図町下無田地先(右岸)

白川

上益城郡嘉島町下仲間地先(右岸)

（H28.5.2 時点）（H28.5.2 時点）
位置図

菊池川

緑川

白川

水系名 変状箇所数

菊池川 1

白川 44

緑川 127

合計 172

河川堤防等の緊急点検の結果
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①緑川左岸
18k400付近
（工事完）

②緑川左岸
20k700付近
（工事完）

③加勢川右岸
9k800付近
（工事完）

緑川

⑧緑川左岸
6k300付近
（工事完）

⑤緑川左岸
8k400付近
（工事完）

⑥緑川左岸
9k300付近
（工事完）

⑦緑川左岸
10k900付近
（工事完）

④緑川右岸
8k900付近
（工事完）

⑨緑川左岸
12k400付近
（工事完）

⑩緑川右岸
9k200付近
（工事完）

凡例 緊急的な復旧工事箇所（完了）

⑪緑川右岸
11k800付近
（工事完）

堤体の変状が比較的大きい緑川水系緑川・加勢川の１１箇所については、２４時間体制で緊急的な
復旧工事を実施し、５月９日までに全ての工事を完了。

宇土市

熊本市
（旧富合町）

熊本市
（旧城南町）

嘉島町

御船町

甲佐町

熊本市

河川堤防の緊急的な復旧工事
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緊急復旧状況

緊急復旧状況

■緊急災⑤ 5/1完了 緑川左岸８ｋ４００付近（熊本市）

緊急災⑤
緊急災⑥

緊急災③

緊急災⑧

緊急災⑦ 緊急災⑨

緊急災①

緊急災②

緊急災⑩
緊急災④

■緊急災④ 4/30完了 緑川右岸８ｋ９００付近（熊本市）

緊急災⑪

■緊急災① 4/30完了 緑川左岸１８ｋ４００付近（甲佐町）

堤体の変状

■緊急災② 4/23 完了 緑川左岸２０ｋ７００付近（甲佐町）

■緊急災③ 4/27完了 加勢川右岸９ｋ８００付近（熊本市）

■緊急的な復旧工事位置図

堤体の変状
堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状 緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了

完
了

完
了

完
了

緊急復旧状況

完
了

緊急的な復旧工事の状況①
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■緊急災⑨ 4/30完了 緑川左岸１２ｋ４００付近（熊本市）

■緊急災⑪ 5/9完了 緑川右岸１１ｋ８００付近 （嘉島町）

緊急災⑤
緊急災⑥

緊急災③

緊急災⑧

緊急災⑦ 緊急災⑨

緊急災①

緊急災②

緊急災⑩
緊急災④

緊急災⑪

■緊急災⑦ 4/30完了 緑川左岸１０ｋ９００付近（熊本市）

■緊急災⑥ 4/30完了
緑川左岸９ｋ３００付近（熊本市）

■緊急災⑧ 4/30完了 緑川左岸６ｋ３００付近（熊本市）

■緊急災⑩ 4/30完了 緑川右岸９ｋ２００付近（熊本市）

■緊急的な復旧工事位置図

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状 緊急復旧状況

緊急復旧状況

緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了

完
了

完
了

緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了

完
了

完
了

緊急的な復旧工事の状況②
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• 24時間体制で工事を実施。
• 他地整の協力も得て、災害用照明車を13台

投入。

• 水防用備蓄資材を
活用することで早
期の現場施工を可
能とした。

水防用資材の備蓄状況

災害協定

備蓄資材の活用

• 災害協定締結企業11社により11箇所の緊急
的な復旧工事に着手。

• 災害協定により地震発生後の迅速な対応を
実現。

緑川左岸10k800 緑川右岸12k000

緊急車両に指定

• 通行止めとなった九州自動車道【植木IC
～益城IC】区間 について、資材運搬車
が通行可能となり迅速な資材運搬を実
施。

緊急車両による資材運搬

八代IC
やつしろ

植木IC

益城熊本空港IC

熊本IC

御船IC
みふね

松橋IC
まつばせ

至 福岡

緊急的な
復旧工事箇所

緊急的な復旧工事を早期に完了させるための取組

12

24時間体制での施工

4/19（月）AM～
緊急車両のみ
通行可
（植木IC～益城
熊本空港IC）



• 有識者で構成される『緑川・白川堤防調査委員会』を設置し、堤防等の変状メカ
ニズム、変状に応じた本格的な復旧工法等を調査、検討 。

<緑川・白川堤防調査委員会> （第1回H28.5.6 第2回H28.6.10 第3回H28.11.14）

秋山 壽一郎 教授（九州工業大学） 〔委員長〕
大本 照憲 教授（熊本大学大学院自然科学研究科）
岡村 未対 教授（愛媛大学大学院理工学研究科）
佐々木 哲也 上席研究員（国立研究開発法人土木研究所

地質・地盤研究グループ土質・振動チーム）
中川 一 教授（京都大学防災研究所）
服部 敦 室長（国交省国土技術政策総合研究所河川研究部河川研究室）
前田 健一 教授（名古屋工業大学社会工学科）
安福 規之 教授（九州大学大学院工学研究院社会基盤部門）

（軽微なクラックの場合）

（堤体のゆるみが大きい場合）

堤体のゆるみ

緊急復旧の実施

本格的な復旧に向けて（堤防調査委員会）
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平成28年8月台風による北海道・東北地方の豪雨について

北海道への3つの台風の上陸、東北地方太平洋側
への上陸は、気象庁の統計開始※以来初めて。

相次ぐ台風による局地的な豪雨の連続、かつ集中
豪雨により、各地で記録的な大雨。

最大24時間降水量で8地点、最大72時間降雨量で
19地点が観測史上1位の値を更新した。

※統計開始：1951年

14

【台風10号経路】

【台風11号経路】

【台風7号経路】

【台風9号経路】
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150～250ミリ

250～300ミリ

200～240ミリ

100～200ミリ

8月30日22時

◆台風10号による総雨量（小本川流域）
（8月29日00時～31日12時）

北海道・東北地方の豪雨の状況について

◆台風7号による総降雨量
（8月16日00時～18日00時）

◆台風11号と台風9号による総降雨量
（8月20日00時～24日00時）

100～
200ミリ

100～
200ミリ

220～530ミリ

0 20    40    60     80   100   120  140  160   180  200以上

（日本気象協会資料を基に作成）

(平成28年9月2日盛岡地方
気象台公表資料を基に作成) 15

◆台風10号による総降雨量
（8月29日00時～31日12時）



人的・物的被害、所管施設の被害

○ 人的被害 死者2名、負傷者76名
○ 物的被害 住家全壊2棟、半壊7棟、一部破損268棟、床上浸水209棟、床下浸水847棟
○ 所管施設の状況（河川）

【国管理】
・北海道を中心に5水系12河川において、越水等により浸水被害が発生

【都道府県管理河川】
・道県管理の20水系56河川において、堤防決壊や溢水により浸水被害が発生

8月20日からの大雨、台風第11号及び台風第9号による被害状況 （内閣府8月29日12時時点）

○ 人的被害 死者22名、行方不明者5名、負傷者11名
○ 物的被害 住家全壊31棟、半壊898棟、一部破損1,154棟、床上浸水853棟、床下浸水

1,082棟
○ 所管施設の状況（河川）

【国管理】
・石狩川水系空知川や十勝川水系札内川など2水系5河川において、堤防決壊や溢水等
により浸水被害が発生

【都道府県管理河川】
・道県管理の20水系38河川において、堤防決壊等により浸水被害が発生

台風第10号による被害状況 （内閣府9月16日13時時点）

そらちがわ
さつないがわ
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国管理河川における主な被害状況

8月23日撮影

かむい

8月24日撮影

札内川の堤防決壊状況（帯広市）

空知川の堤防決壊状況
（南富良野町） 常呂川の堤防法崩れ（北見市）

石狩川水系空知川
（南富良野町）（台風第10号）

堤防決壊 2箇所
浸水面積 約130ha
浸水家屋183戸

浸水状況（北見市）

十勝川水系札内川
（帯広市）（台風第10号）

堤防決壊 2箇所
浸水面積 約50ha
浸水家屋2戸他

札内川

空知川

常呂川

※記載されている数値や図表は速報値であり、
今後、変更となる可能性があります。

一級河川（国管理区間）

一級河川（県管理区間）

二級河川
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常呂川水系常呂川（北見市）
（台風第9、11号）

堤防決壊 1箇所 越水4箇所
浸水面積 約215ha



○台風第第9号、第11号による大雨の影響により17水系43河川で、台風第10号による大雨
の影響により7水系18河川で浸水被害が発生。

北海道管理河川における主な被害状況

石狩川水系：
・22河川 （台風第9、11号）
【浸水面積 370ha 床上浸水1戸 床下浸水16戸】
・2河川 （台風第10号）
【浸水面積69ha 床上浸水5戸 床下浸水24戸】

渚滑川水系：1河川 （台風第9、11号）
【浸水面積約12ha 床上浸水1戸】

しょこつがわ

藻琴川水系：1河川 （台風第9、11
号）【浸水面積約29ha】

網走川水系：2河川 （台風第9、11
号）【浸水面積約19ha】

あばしりがわ

もことがわ

真沼津川水系：1河川 （台風第9、11
号）【浸水面積約19ha】

入鹿別川水系：1河川 （台風第9、11
号）【浸水面積約27ha】

鵡川水系：1河川 （台風第9、11号）
【浸水面積25.1ha 床下浸水1戸】

いしかりがわ

常呂川水系：2河川 （台風第9、11号）
【浸水面積約118ha 床上浸水1戸 床下浸水11戸 】

決壊箇所

沙流川水系：1河川 （台風第10号）
【浸水面積180ha 全壊1戸 半壊1戸 床下浸水12戸】

おりとがわ

湧別川水系：
2河川 （台風第10号）
【浸水面積約20ha】
1河川 （台風9、11号）
【浸水面積約22ha】

一級水系

二級水系

斜里川水系：2河川 （台風第10号）
【浸水面積約66ha】

奥蘂別川水系：1河川 （台風第10
号）【浸水面積約36ha】

常呂川

沙流川水系沙流川の被害状況 （日高町） 十勝川水系ペケレベツ川の被害状況（清水町）

常呂川水系東亜川の被害状況（北見市）
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ゆうべつがわ

しゃりがわ

おくもべつがわ

いりしかべつがわ

しんぬつがわ

さるがわ

むかわ

いしかりがわ ところがわ

※記載されている数値や図表は速報値で
あり、今後、変更となる可能性があります。一級河川（国管理区間）

一級河川（県管理区間）

二級河川

十勝川水系：10河川（台風第10号）
【浸水面積約441ha 家屋流出3戸
床上浸水1戸 床下浸水260戸 】

（調査中）

とかちがわ

（10月18日時点 北海道提供資料より作成）



交通網の途絶など重要インフラが各地で被災（北海道）

国道 道道 鉄道橋

市町村道 人道橋

○ 今回の大雨により、50橋梁を超える被害が発生。

○ 十勝地方に通じる国道を中心に落橋等が相次ぎ、一時十勝地方が孤立状態となった。特に札幌と十勝・釧路方面を
つなぐ国道38号・274号線が日高山脈を境に通行止めとなり、道央地方と道東地方が分断。（代替路として、道東自
動車道を無料開放）

○ JR北海道の各線でも橋梁流出等により、道東を中心に路線網が寸断された。札幌と道東を結ぶ根室線においては

現在も運休区間（東鹿越⇔芽室間）が発生しており、トラックで代替輸送するなど物流面での影響も大きい。

高速自動車国道

一般国道

鉄道

道東自動車道

国道38号線

無料措置区間

釧路
札幌

旭川

名寄

千歳

苫小牧

富良野

滝川

19※記載されている数値や図表は速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

国道274号線

国道274号線

国道38号線

国道38号線

道東自動車道

道東自動車道 無料措置対象区間 占冠IC～音更帯広IC 76km

国道274号線 通行止め
L=39.5km

国道38号線 通行止め
L=19.3km （9/11解除）

占冠IC 音更帯広IC

東鹿越駅

トマム駅

新得駅

芽室駅

JR石勝線 運休区間
トマム～新得 L=33.8km

帯広

JR根室線 運休区間
東鹿越～芽室 L=71.7km

国道38号 小林橋の被害状況

小林川（十勝川水系）

国道274号 千呂露橋の被害状況

沙流川

JR根室線清水川橋りょうの被災状況

ペケレベツ川（十勝川水系）

国道274号線 国道不通区間

JR根室線不通区間 JR石勝線不通区間

ひがししかごえ



83%

全国
2,055,000t

1,715,000t

大雨等による農作物被害により全国の市場価格も高騰（北海道）

ばれいしょ

秋にんじん

道内シェア（出荷量ベース）

道内シェア（出荷量ベース）

全国シェア（出荷量ベース）

全国シェア（出荷量ベース）

10万～

5～10万

1～5万

～1万

出荷量（トン）

十勝川

帯広市

1万～

5千～1万

1～5千

～1千

出荷量（トン）

石狩川

南富良野町

出典：農林水産省 「作物統計（平成26年産 野菜生産出荷統計）」
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北海道産ばれいしょの取扱量と価格の推移（８～９月）

H27年取扱量

H28年取扱量

H27年価格

H28年価格

t 円/kg

日8月 9月※赤丸は北海道に台風が上陸した日

発災
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北海道産にんじんの取扱量と価格の推移（８～９月）

H27年取扱量

H28年取扱量

H27年価格

H28年価格

t 円/kg

日8月 9月

発災

※赤丸は北海道に台風が上陸した日

○ 全国シェア83％の｢ばれいしょ｣は、全道の18％を占める帯広市・芽室町（札内川）で甚大な被害発生。
○ 全国シェア92％の｢秋にんじん｣は、全道の23％を占める幕別町・音更町（十勝川）及び10％を占める南富良野町

（空知川）で甚大な被害発生。
○ 全国の主要市場で｢ばれいしょ｣、｢秋にんじん｣の品薄感が広がり、価格高騰が続いた。

札内川

空知川
92%

167,300t

全国
182,500t

帯広市
10%

芽室町
8%

他
82%

芽室町

幕別町
12%

音更町
11%
南富良野

町
10%

他
67%

幕別町

十勝川

音更町

出典：農林水産省 「青果物卸売市場調査（日別調査）」 20



鵜住居川

大槌川

閉伊川

小本川

安家川

久慈川

二ツ森川

普代川

小烏瀬川

久慈市内 被害状況

小本川 被害状況②

Ｈ28.9.1撮影

あっか

久慈川、川又川、長内川（久慈市）
・越水等により、床上浸水約850戸、床下浸水約150戸

主な被災箇所位置図

瀬月内川（九戸村）、小玉川（軽米町）
・瀬月内川では溢水により床下浸水1戸
・小玉川では、溢水により床上浸水1戸

安家川（岩泉町）
・溢水により浸水約17ha、床上浸水101戸、

床下浸水10戸

普代川（普代村）
・溢水により浸水約1ha、床上浸水8戸、

床下浸水13戸

閉伊川、長沢川、刈屋川（宮古市）
・溢水等により浸水約79ha、床上浸水164戸、

床下浸水24戸

大槌川（大槌町）
・溢水により床上浸水22戸、床上浸水8戸の被害

小烏瀬川（遠野市）
・溢水により浸水約10ha、床上浸水3戸、

床上浸水23戸 鵜住居川（釜石市）
・溢水により浸水約3.2ha、床下浸水3戸の被害
・橋梁流出発生

八瀬川（気仙沼市）
・溢水により県道冠水約0.1ha

○台風第10号による大雨の影響により、高瀬川水系の二ツ森川や岩手県の小本川水系小本
川で堤防が決壊する等、12水系20河川において浸水被害が発生。

高瀬川水系坪川及び二ツ森川（七戸町）
・坪川では、溢水により農地浸水約15ha
・二ツ森川では、堤防決壊により浸水約8ha

Ｈ28.8.30撮影

越水

久慈川（右岸）越水状況

Ｈ28.8.31撮影

小本川 被害状況①

完→計調室

Ｈ28.8.31撮影

安家川 被害状況

Ｈ28.9.5撮影

青森県、岩手県及び宮城県における被害状況

※ 記載されている数値や図表は速報値であり、今後、変更となる可能性があります。 岩手県の河川：岩手県河川課調べ（平成28年10月18日時点）

一級河川（国管理区間）

一級河川（県管理区間）

二級河川

21

く じ がわ かわまたがわ おさないがわ

おもとがわ し ず がわ

こまごめがわごうしさわがわ

つぼがわ ふたつもりがわたかせがわ

せつきないがわ

あっか

ふだいがわ

へ い がわ ながさわがわ かり や がわ

おおつちがわ

やつせがわ

うのずまいがわ

こがらせがわ

こだまがわ

小本川、清水川（岩泉町）
・溢水・越水・決壊により浸水339ha、床上浸水723戸、

床下浸水121戸

合子沢川、駒込川（青森市）
・合子沢川では溢水により浸水約0.2ha
・駒込川では溢水により浸水約1.2ha



1週間未満

孤立解消に要した期間

1～2週間

2週間以上

道路等の途絶による地域の分断状況（岩手県）

数字は世帯数を表す

○ 台風第10号の影響により、岩手県久慈市で107世帯220名、岩泉町で428世帯873名が孤立した（9月2日最大時）。

○ 河川の増水により、河川沿いの主要地方道が道路決壊等によって寸断され、孤立が長期化した。

○ 久慈市では9月13日、岩泉町では9月18日に全て解消された。

※「孤立」とは、風水害などの要因などにより道路が寸断され、外部からのアクセスが断絶し、人の移動・物資の物流が困難もしくは不可能な状態。

町道鼠入川線の道路流出

県道大川松草線、
町道の土砂崩れ

国道455号線、
町道の土砂崩れ

国道340号線、
町道の土砂崩れ

県道普代小屋瀬線、
町道の土砂崩れ

市道の道路決壊

林道の道路決壊
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橋梁被害状況（乙茂地区）

国道455号の道路被害状況（二升石地区）

一般国道

県道

途絶区間

※岩手県県土整備部道路環境課調べ岩手県管理道路の通行規制状況（第84報）より作成



国管理河川の上流部や支川のほか、整備水準が低い中山間地域の一級河川
の支川や二級河川において越水や侵食等による堤防決壊や溢水などによる家
屋流出や橋梁被災など甚大な被害が発生。

防災情報の伝達が不十分であったことに加え、中山間地域における河川特有の
急激な水位上昇に伴い、要配慮者利用施設などで逃げ遅れによる被害が発生。

中山間地域の河川では、河川沿いの狭隘な低平地の大部分が浸水したことに
より、沿川の要配慮者利用施設や工場、家屋等で被害が発生。

中小河川では、土砂の流出による河床上昇や流木等の流出による橋梁での河
道埋塞などが被害を拡大した可能性。

橋梁被害や道路の洗掘等により、鉄道や国道の重要路線が分断され、物流にも
影響を与えたほか、生活道路などローカル交通ネットワークの途絶が頻発し、集
落の分断等が各地で発生。

高い全国シェアを占める農作物の産地が甚大な被害に見舞われたことにより、
全国の主要市場でも価格が高騰するなどの影響が発生。

北海道・東北地方の豪雨による被害の特徴
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